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国際バカロレア(International Baccalaureate)とは   

● 国際バカロレア機構は、1968年に設立された非営利教育機構（本部： ジュネーブ）で、カリキュラ

ムの開発、生徒の評価、専門のIB教員の養成、IB校の認定・ 評価を実施している。 
● 3歳～19歳の生徒を対象にした4つのプログラムを通じて、生徒が将来、 急速に進むグローバル

社会を生き抜くうえで、学び、そして働き続けるために必要な知性、人格、情緒、社会的なスキル

を身に着けることが可能とされている。 
● 世界4,960の学校で導入されている（2018年10月現在）。　

● 「国際教育*は『ビッグマックとコーク』と同義に解釈することができる。どこの国で提供されるかに

かかわらず、同じ品質基準を保証するグローバルなブランド商品だ 。」(Cambridge, 2002)　

出典: Cambridge,J. (2002), Global product branding and international education, Journal of Research in International 
Education, 1-2,p.227-243.、文部科学省ホームページ「国際バカロレアの概要」

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/ib/__icsFiles/afieldfile/2014/04/15/1326221_06_1_1.pdf　　ほか



The IB mission（国際バカロレアの理念）

● 国際バカロレア（ＩＢ）は、異文化理解と尊重の精神を通じて、より良い、より平和な

世界の実現のために貢献する、探究心、知識、そして思いやりのある若者を育てる

ことを目的としています。 
● この目的を達成するために、ＩＢは、学校や政府、国際機関と協力しながら、チャレ

ンジに満ちた国際教育プログラムと厳格な評価の仕組みの開発に取り組んでいま

す。 
● ＩＢのプログラムは、世界各地で学ぶ若者たちに向けて、人がもつ違いを違いとして

理解し、自分と異なる考えの人々にもそれぞれの正しさがあり得ることを認められ

る人として、生涯にわたって積極的に、そして共感する心とともに学び続けるよう働

きかけています。

出典:文部科学省ホームページ「国際バカロレアの概要」 http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/ib/__icsFiles/afieldfile/2014/04/15/1326221_06_1_1.pdf



IB Learner Profile: IBの学習者像

Inquirers   探究する人

Knowledgeable   知識のある人

Thinkers   考える人

Communicators   コミュニケーションができる人

Principled   信念をもつ人

Open-minded   心を開く人

Caring   思いやりのある人

Risk-takers   挑戦する人

Balanced   バランスのとれた人

Reflective   振り返りができる人

出典: www.ibo.org



IB校になるためには

● 学校がＩＢを導入するにあたっては、ま

ず学校現場において「事前準備」が求

められる。準備状況が ＩＢ機構に評価さ

れ、実施して良いという「認定」を受けな

ければ、ＩＢ認定校になることは出来な

い。

● 学校の施設や設備をIBが定める規格

に刻り、整備する必要がある。理科の

実験室や図書室、ICT環境等である。　　　　　
(川口、江幡、2017)

出典: 川口 純 、江幡  知佳 (2017)日本における国際バカロレア教育の需要実態に関する一考察  
: ディプロマプログラム（ DP）に着目して、筑波大学教育学系論集、 41-2 , p.35 - 48、文部科学省

「国際バカロレア認定のための手引き」



IBの中の「社会科」:

「個人と社会」におけ

る I Ｂの

一貫教育の道筋

出典:MYP「個人と社会」指導の手引き

(IBO2016)

下線は日本語で実施

されているDP科目 
(経済、地理、歴史)



エリクソンの概念学習の一例 - PYP社会科　

● 家族は協力して何かを成

し遂げる

● 家族は似ているところも

似ていないところもある

● 家族、協力、似ている/似
ていない

● 私の家族

一般化=PYPにおける「中心的

アイディア」または「探究の流

れ」

出典: Erickson, Lynn H. 2011. Synergistic Thinking and Conceptual Understanding in the IB Programmes, 
https://www.ibo.org/contentassets/477a9bccb5794081a7bb8dd0ec5a4d17/lynnerickson_ib_kynote_hague_oct__2011.pdf



エリクソンの概念学習の一例 - MYP個人と社会
● 人々は変化する環境に順応する

● 移住は文化の拡散をもたらし、それは結

果として社会的／経済的変化をもたらす

● 移住　

● 文化の拡散

● 必要

● 変化

● ヨーロッパからの初期の民族移動

● ヨーロッパからの初期の開拓民たちは西

に向かった

● ヨーロッパからの初期の開拓民たちは新

天地を求めていた

一般化=形成的に単元について学習する際の重

要な概念的ステートメントとそれを支える考え

出典: Erickson, Lynn H. 2011. Synergistic Thinking and Conceptual Understanding in the IB Programmes, 
https://www.ibo.org/contentassets/477a9bccb5794081a7bb8dd0ec5a4d17/lynnerickson_ib_kynote_hague_oct__2011.pdf


